
関
東
支
部
総
会
の
お
知
ら
せ

２
０
２
３
年
度
の
関
東
支
部
総
会
・

懇
親
会
を
４
年
ぶ
り
に
実
開
催
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

日
時　

６
月
１
日
㈭

　
　
　

総
会　
　

10
時
30
分
～（
予
定
）

　
　
　

懇
親
会　

12
時
～

会
場　

�

シ
ャ
ル
マ
ン
シ
ー
ナ
東
京

（
表
参
道
）

詳
細
は
、
支
部
だ
よ
り
５
月
号
で
ご

案
内
し
ま
す
。

参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

︵
所
属
倶
楽
部
名
・
年
齢
要
︶

い
ざ
鎌
倉
！

建
長
寺
特
別
拝
観
と
け
ん
ち
ん
汁
研
修

普
段
は
非
公
開
の
楼
上
内
や
仏
殿
堂

内
を
、
鎌
倉
市
観
光
協
会
ス
タ
ッ
フ
が

随
行
し
、
僧
侶
に
よ
る
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ

ド
の
案
内
で
特
別
拝
観
し
ま
す
。
ま
た
、

建
長
寺
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
る
僧
侶

が
作
る
「
け
ん
ち
ん
汁
」（
解
説
付
）

を
賞
味
し
ま
す
。
昼
食
は
名
店
「
鉢
の

木
」
の
〝
い
ざ
鎌
倉
弁
当
〟
を
寺
の
堂

内
で
い
た
だ
き
ま
す
。

当
倶
楽
部
の
コ
ロ
ナ
禍
後
、
初
の
再

開
行
事
で
す
。

期
日　

５
月
９
日
㈫　

雨
天
決
行

集
合　

�

Ｊ
Ｒ
北
鎌
倉
駅
改
札
口

９
時
30
分
厳
守　

行
程　

�

北
鎌
倉
駅
🚶
建
長
寺
総
門
🚶
山

門
・
楼
上
内
（
釈
迦
如
来
・
十

六
羅
漢
・
五
百
羅
漢
）
🚶
国
宝

の
梵
鐘
🚶
仏
殿
🚶
法

は
っ
と
う

堂
🚶
唐
門

🚶
龍
王
門
🚶
応
供
堂
ま
た
は
得

月
楼
（
け
ん
ち
ん
汁
研
修
・
昼

食
）　

12
時
30
分
頃
解
散

　
　

＊�

山
門
楼
上
へ
は
急
な
階
段
を
上

り
下
り
し
ま
す
の
で
、
足
元
に

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

定
員　

25
名
（
最
少
催
行
人
員
15
名
）

会
費　

�

８
８
０
０
円
（
特
別
拝
観
料
・

け
ん
ち
ん
汁
研
修
・
昼
食
・
参

拝
記
念
御
朱
印
・
保
険
込
）

締
切　

４
月
27
日
㈭

取
消　

４
月
28
日
㈮
～　

２
５
０
０
円

　
　
　

５
月
３
日
㈬
～　

５
０
０
０
円

　
　
　

５
月
７
日
㈰
～　

８
０
０
０
円

　
　

＊�

取
消
の
連
絡
は
、
左
記
担
当
者

宛
16
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

主
催　

湘
南
倶
楽
部

担
当　

鍛
治　

栄
一

�

☎
０
９
０
（
４
７
４
５
）
８
５
４
１

　
　
　

塩
田　

京
子

�

☎
０
９
０
（
６
６
５
４
）
１
４
９
５

＊�

申
込
時
に
携
帯
番
号
を
伺
い
ま
す
。

久
慈
川
畔
の
お
花
畑
で

�

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

３
年
ぶ
り
に
「
道
の
駅
常
陸
大
宮
・

か
わ
プ
ラ
ザ
」
に
あ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

広
場
で
開
催
し
ま
す
。

目
の
前
は
広
々
と
し
た
久
慈
川
の
河

川
敷
で
、
周
り
は
春
の
花
々
が
い
っ
ぱ

い
・
・
・
久
々
の
当
倶
楽
部
恒
例
行
事

を
皆
さ
ん
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？　

屋
根
付
施
設
で
雨
天
で
も
実
施
で
す
。

期
日　

�
５
月
９
日
㈫　

10
時
30
分
～
13
時

集
合　

�

現
地
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場

10
時
30
分

　
　

＊�

Ｊ
Ｒ
常
陸
大
宮
駅
か
ら
循
環
バ

ス
で
10
分
、
２
０
０
円
。

定
員　

30
名

会
費　

３
０
０
０
円

締
切　

４
月
30
日
㈰

取
消　

前
日
～　

１
０
０
０
円

主
催　

と
き
わ
路
倶
楽
部

担
当　

池
田　

勇

�

☎
０
９
０
（
２
６
７
０
）
９
６
６
３

東
京
都
薬
用
植
物
園
と
野
火
止
用
水
を
巡
る

小
平
市
の
東
京
都
薬
用
植
物
園
は
、

都
内
唯
一
の
ケ
シ
栽
培
施
設
で
も
あ
り

ま
す
。
ケ
シ
の
花
の
開
花
時
期
に
合
わ

せ
て
、
専
門
ガ
イ
ド
の
案
内
で
新
緑
の

園
内
を
回
り
ま
す
。昼
食
は
和
食
処「
な

な
か
ま
ど
」
に
て
釜
め
し
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

午
後
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
菓
子
で
有
名

な
有
楽
製
菓
に
立
ち
寄
り
、
野
火
止
用

水
の
開
渠
部
分
へ
と
向
か
い
ま
す
。
野

火
止
用
水
は
玉
川
上
水
の
分
水
と
し
て

開
削
さ
れ
、
新
河
岸
川
（
東
京
都
で
は

隅
田
川
）
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

途
中
、
小
平
神
明
宮
と
小
川
寺
（
梵

鐘
が
有
名
）
を
見
学
し
、
九
道
の
辻
公

園
を
経
由
し
て
、
八
坂
駅
に
て
解
散
し

ま
す
。

期
日　

５
月
17
日
㈬

集
合　

西
武
拝
島
線
東
大
和
市
駅　

10
時

行
程　

�

東
大
和
市
駅
🚶
東
京
都
薬
用
植

物
園
🚶
（
昼
食
）
🚶
有
楽
製
菓

🚶
野
火
止
用
水（
ふ
れ
あ
い
橋
）

🚶
小
平
神
明
宮
🚶
小
川
寺
🚶
八

坂
駅

会
費　

�

３
５
０
０
円
（
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ

ド
・
昼
食
・
保
険
込
）

締
切　

５
月
10
日
㈬

主
催　

武
蔵
野
倶
楽
部

担
当　

小
川　

元

�

☎
０
９
０
（
２
４
８
５
）
９
４
６
９

秩
父
札
所
巡
り
（
第
１
回
）

日
本
百
観
音
の
一
つ
秩
父
三
十
四
ケ

所
札
所
巡
り
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

で
す
。
１
番
札
所
四
萬
部
寺
か
ら
34
番

札
所
水
潜
寺
ま
で
、
静
寂
な
山
村
と
美

し
い
自
然
を
背
景
に
、
一
巡
約
１
０
０

㎞
を
何
回
か
に
分
け
て
歩
き
ま
す
。

今
回
は
１
番
札
所
か
ら
５
番
札
所
ま

で
約
８
㎞
の
行
程
で
す
。

期
日　

５
月
24
日
㈬　
　

集
合　

�

秩
父
鉄
道
熊
谷
駅
改
札
口

８
時
15
分

行
程　

�

熊
谷
駅
🚃
和
銅
黒
谷
駅
🚌
瑞
岩

入
口
🚶
①
四
萬
部
寺
🚶
②
真
福

寺
🚶
光
明
寺
（
②
の
納
経
所
）

🚶
（
昼
食
）
🚶
③
常
泉
寺
🚶
④

金
昌
寺
🚶
⑤
語
歌
堂
🚶
あ
じ
岬

（
休
憩
）
🚶
語
歌
橋
🚌
秩
父
駅

🚃
熊
谷
駅
（
17
時
38
分
着
）

　
　

＊�

〇
数
字
は
札
所
番
号

　
　

＊�

交
通
費
（
秩
父
鉄
道
・
路
線
バ

ス
）
は
各
自
負
担

定
員　

20
名

会
費　

�

４
５
０
０
円
（
昼
食
・
ガ
イ
ド
・

保
険
込
）

締
切　

５
月
17
日
㈬

主
催　

さ
き
た
ま
倶
楽
部

担
当　

中
島　

嘉
秋

�

☎
０
９
０
（
６
９
３
１
）
０
０
５
５

小
田
原
城
「
総
構（
そ
う
が
ま
え
）と

�

城
跡
を
訪
ね
て
」

小
田
原
北
条
氏
が
天
下
統
一
を
目
指

す
豊
臣
秀
吉
と
の
合
戦
に
備
え
、
城
と

そ
の
城
下
を
囲
っ
て
築
い
た
約
９
㎞
に

及
ぶ
堀
と
土
塁
の
一
部
を
巡
り
ま
す
。

相
模
湾
と
箱
根
山
、
小
田
原
城
と
小

田
原
の
街
並
み
を
一
望
し
ま
す
。

期
日　

６
月
７
日
㈬　

雨
天
決
行

集
合　
Ｊ
Ｒ
小
田
原
駅
改
札
口　

10
時

行
程　

�

小
田
原
駅
西
口
🚶
稲
荷
森
（
土

塁
跡
）
🚶
三
の
丸
外
郭
新
土
塁

（
正
面
に
石
垣
山
一
夜
城
跡
・

箱
根
山
・
相
模
湾
が
一
望
の
下
）

🚶
小
峯
御
鐘
ノ
台
大
堀
切
東
堀

（
当
時
の
土
塁
が
最
も
よ
く
保

存
さ
れ
て
い
る
）
🚶
報
徳
二
宮

神
社
（
二
宮
尊
徳
を
祀
る
）
🚶

JTBグループ OB・OG会
関 東 支 部

〒110-0005 東京都台東区上野1-10-12  商工中金・第一生命上野ビル7階
電話 03-6284-4875  FAX 03-6284-4876
関東支部ホームページアドレス　https://jtbob.com/kanto_hp/wp/ 発行：BOB会関東支部

2023年

第374号
（令和5年）



小
田
原
城
本
丸
🚶
常
盤
木
門
🚶

銅
門
🚶
ミ
ナ
カ
小
田
原
屋
上
庭

園
（
昼
食
／
眺
望
、
足
湯
な
ど

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
）

14
時
頃
解
散

　
　

＊�

小
田
原
城
天
守
閣
に
は
上
り
ま

せ
ん
。
全
行
程
約
５
㎞
弱
。

定
員　

20
名
（
最
少
催
行
人
員
10
名
）

会
費　

３
５
０
０
円
（
昼
食
・
保
険
込
）

締
切　

５
月
31
日
㈬

取
消　

６
月
６
日
㈫
～　

３
０
０
０
円

主
催　

湘
南
倶
楽
部

担
当　

大
塚　

謙
太

�

☎
０
９
０
（
１
７
６
１
）
１
８
８
１

　
　
　

平
澤　

正
司

�

☎
０
９
０
（
７
９
０
９
）
１
０
８
３

＊
申
込
時
に
携
帯
番
号
を
伺
い
ま
す
。

カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ス
旅

足
利
家
の
名
所
喜
連
川
と

�

文
化
薫
る
那
珂
川
町
を
訪
ね
る

足
利
家
の
名
所
喜
連
川
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
と
歩
き
、
那
珂
川
町
で
は

広
重
美
術
館
、
な
か
が
わ
水
遊
園
を
訪

ね
ま
す
。
昼
食
は
温
泉
ト
ラ
フ
グ
と
八

溝
そ
ば
を
楽
し
み
ま
す
。

期
日　

６
月
15
日
㈭（
栃
木
県
民
の
日
）

集
合　

宇
都
宮
駅
東
口　

７
時
45
分

行
程　

�

宇
都
宮
駅
🚌
喜
連
川
（
足
利
家

名
所
）
🚌
那
珂
川
町
（
昼
食
・

広
重
美
術
館
・
な
か
が
わ
水
遊

園
）
🚌
宇
都
宮
駅
（
17
時
頃
到

着
予
定
）

定
員　

20
名

会
費　

�

８
０
０
０
円
（
貸
切
バ
ス
・
昼

食
・
保
険
込
）

締
切　

６
月
１
日
㈭

取
消　

６
月
８
日
㈭
～　

３
０
０
０
円

主
催　

な
ん
た
い
倶
楽
部

担
当　

船
山　

里
子　

�

☎
０
９
０
（
８
７
７
４
）
１
４
４
０

倶
楽
部
だ
よ
り

東
京
２
３
倶
楽
部

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ト
ラ
ベ
ル
＆
ホ
テ
ル
カ
レ
ッ
ジ

�

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
実
踏
第
２
弾

�

（
報
告
）

昨
年
９
月
に
続
き
東
京
２
３
倶
楽
部

で
は
、
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の
要
請
に
応
え

て
支
部
だ
よ
り
１
月
号
に
て
『
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
聞
き
役
（
観
光

客
）』
を
募
集
し
ま
し
た
。

催
行
は
１
月
の
厳
寒
期
。
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会

の
方
々
の
ご
協
力
を
得
ら
れ
る
か
心
配

し
ま
し
た
が
、
案
内
先
を
昨
年
と
は
重

複
し
な
い
よ
う
選
定
し
た
こ
と
も
功
を

奏
し
て
、
１
月
20
日
が
10
名
、
１
月
27

日
が
14
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
成

功
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

行
程
中
、
巣
鴨
草
分
け
百
姓
保
坂
家

に
立
ち
寄
る
こ
と
を
知
っ
て
、
会
員
の

保
坂
直
志
さ
ん
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
実
は
祖
先
に
縁
の
あ
る
一

族
」
と
知
ら
さ
れ
、
現
在
を
学
ぶ
カ
レ

ッ
ジ
の
学
生
と
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
員
の
間
に
江

戸
時
代
に
ま
で
遡
る
縁
を
感
じ
、
ま
る

で
時
空
を
旅
し
た
感
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
カ
レ
ッ
ジ
の
校
内
見
学
と
校

長
か
ら
の
現
況
説
明
が
あ
り
、
参
加
の

皆
様
に
は
満
足
の
様
子
が
う
か
が
え
ま

し
た
。
改
め
て
こ
の
企
画
に
参
加
さ
れ

た
方
々
と
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�（
野
萩　

記
）

『
史
跡
巡
り
シ
リ
ー
ズ
』

�

隅
田
川
七
福
神
巡
り
（
報
告
）

新
春
１
月
７
日
、
恒
例
の
七
福
神
巡

り
は
、
数
日
前
の
天
気
予
報
で
は
雨
ま

た
は
雪
の
マ
ー
ク
で
し
た
が
、
当
日
は

絶
好
の
街
歩
き
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

16
名
の
方
が
参
加
。
集
合
の
堀
切
駅

を
出
発
し
、
多
聞
寺
（
毘
沙
門
天
）
で

色
紙
を
求
め
、
白
髪
神
社
（
寿
老
神
）

～
向
島
百
花
園
（
福
禄
寿
尊
）
～
長
命

寺
（
弁
財
天
）
～
弘
福
寺
（
布
袋
尊
）

～
三
囲
神
社
（
大
國
神
・
恵
比
寿
神
）

～
東
京
ソ
ラ
マ
チ
と
巡
り
、
約
６
㎞
、

約
３
時
間
歩
き
、
一
年
の
家
内
安
全
と

無
病
息
災
を
願
い
ま
し
た
。

昼
食
は
、
ソ
ラ
マ
チ
31
階
の
和
食
店

「
國
見
」
で
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
真
正

面
に
観
ら
れ
る
席
を
用
意
い
た
だ
き
、

タ
ワ
ー
御
膳
は
お
正
月
ら
し
い
内
容
で
、

七
福
神
巡
り
恒
例
の
倶
楽
部
負
担
飲
み

放
題
と
相
ま
っ
て
、
ご
参
加
の
皆
様
は

大
満
足
の
様
子
で
し
た
。�

（
森　

記
）白髭神社にて

常

磐

倶

楽

部

常
磐
倶
楽
部
発
足
20
周
年
記
念
新
年
会

�

（
報
告
）

１
月
14
日
、
恒
例
の
新
年
会
が
柏
市

の
ザ
・
ク
レ
ス
ト
ホ
テ
ル
柏
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
41
名

（
他
倶
楽
部
11
名
）
の
参
加
を
い
た
だ

き
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

實
光
世
話
人
代
表
・
金
政
支
部
長
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
税
所
先
輩
の
乾
杯
の

音
頭
で
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
の
再
会
に
お
互
い
の
健
康
を
確
認
し

な
が
ら
、
交
流
と
歓
談
、
食
事
に
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

矢
澤
事
務
局
長
の
挨
拶
、
お
楽
し
み

抽
選
会
、
最
後
は
茂
原
さ
き
た
ま
倶
楽

部
代
表
の
一
本
締
め
で
閉
じ
ま
し
た
。

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
新
年
会
も

無
事
終
了
し
、
当
倶
楽
部
20
周
年
記
念

の
紅
白
饅
頭
を
お
土
産
に
帰
途
に
つ
き

ま
し
た
。�

（
斉
藤　

記
）

京

葉

倶

楽

部

成
田
山
参
拝
と
新
年
懇
親
会
（
報
告
）

１
月
17
日
、
３
年
ぶ
り
に
新
年
懇
親

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
成
田
山
に
初
詣

を
し
て
総
門
前
の
旅
館
若
松
本
店
に
集

り
、
お
互
い
健
康
で
お
酒
が
飲
め
る
こ

と
を
祝
し
、
こ
の
一
年
の
幸
せ
を
祈
る

と
い
う
、
京
葉
倶
楽
部
の
い
わ
ば
伝
統

的
な
行
事
で
す
。

参
加
者
は
11
名
と
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た

会
に
な
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
だ
け
で
な
く
、
こ
の
３
年
の
間
に
、

私
達
に
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
兄
弟
倶

楽
部
で
あ
る
常
磐
の
實
光
進
さ
ん
、
新

参
加
者
募
集
一
覧�

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

実
施
日

内　
　
　

容

主　

催

4
月

19
日
㈬

春
の
江
ノ
島
散
策

さ
き
た
ま

20
日
㈭

清
水
公
園
つ
つ
じ
鑑
賞
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

常　

磐

5
月

９
日
㈫

い
ざ
鎌
倉
！　

建
長
寺
特
別
拝
観
と
け
ん
ち
ん
汁
研
修

湘　

南

９
日
㈫

久
慈
川
畔
の
お
花
畑
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

と
き
わ
路

17
日
㈬

東
京
都
薬
用
植
物
園
と
野
火
止
用
水
を
巡
る

武
蔵
野

24
日
㈬

秩
父
札
所
巡
り
（
第
１
回
）

さ
き
た
ま

6
月

１
日
㈭

２
０
２
３
年
度
関
東
支
部
総
会
・
懇
親
会

関
東
支
部

７
日
㈬

小
田
原
城
「
総
構
（
そ
う
が
ま
え
）
と
城
跡
を
訪
ね
て
」
湘　

南

15
日
㈭

足
利
家
の
名
所
喜
連
川
と
文
化
薫
る
那
珂
川
町
を
訪
ね
て
な
ん
た
い

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
募
集
一
覧�

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
の
各
倶
楽
部
主
催
ゴ
ル
フ（
募
集
）参
照
。

開
催
日

コ
ン
ペ
名

場　

所

主　

催

5
月

12
日
㈮

第
１
１
４
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

ウ
ィ
ン
ザ
ー
パ
ー
ク
Ｇ
＆
Ｃ
Ｃ
と
き
わ
路

17
日
㈬

第
１
３
７
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ
Ｇ
７
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

な
ん
た
い

30
日
㈫

第
80
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

霞
台
Ｃ
Ｃ
筑
波
コ
ー
ス

常　

磐

6
月

１
日
㈭

第
１
０
３
回
ゴ
ル
フ
会

津
久
井
湖
Ｇ
Ｃ

湘　

南
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屋
雅
秀
さ
ん
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、

和
気
藹
々
の
中
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

�

（
金
政　

記
）

蕎
麦
の
名
店
と
寅
さ
ん
の
街
（
報
告
）

２
月
17
日
、
京
成
線
柴
又
駅
に
20
名

が
集
合
し
、
寅
さ
ん
の
街
の
散
策
を
楽

し
み
ま
し
た
。
空
は
晴
れ
渡
り
、
寒
い

中
に
も
陽
射
し
に
暖
か
さ
が
感
じ
ら
れ

る
行
楽
日
和
で
し
た
。

寅
さ
ん
像
を
囲
ん
で
写
真
を
撮
っ
た

後
、
参
道
商
店
街
を
抜
け
、
経
栄
山
題

経
寺
、
通
称
、
柴
又
帝
釈
天
へ
。
目
的

は
「
彫
刻
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
池
泉
式
庭

園
「
邃す

い

渓け
い

園え
ん

」
の
拝
観
で
す
。
帝
釈
堂

の
外
壁
に
は
法
華
経
説
話
が
浮
き
彫
り

に
さ
れ
て
お
り
、
雨
露
に
濡
れ
な
い
よ

う
建
物
ご
と
ガ
ラ
ス
壁
で
覆
わ
れ
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
精
巧
で
立
派
な
も
の
で
し
た
。

企
画
の
メ
イ
ン
は
「
そ
ば
き
り
日
曜

庵
」
と
い
う
蕎
麦
の
名
店
で
の
食
事
で

す
。
金
土
日
の
営
業
で
、
通
常
、
予
約

は
で
き
ま
せ
ん
。
３
年
間
寝
か
せ
た
熟

成
蕎
麦
を
い
た
だ
き
ま
す
。
色
々
な
も

の
を
２
人
で
シ
ェ
ア
し
た
の
で
す
が
、

お
昼
に
は
少
し
多
す
ぎ
ま
し
た
。

次
に
「
寅
さ
ん
記
念
館
・
山
田
洋
次

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
大
正
時
代
の
建
物

「
山
本
亭
」
を
見
学
。
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
、
寅
さ
ん
に
つ
い
て
大
変
詳
し
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。�（
金
政　

記
）柴又駅で寅さん像を囲んで

さ
き
た
ま
倶
楽
部

さ
き
た
ま
倶
楽
部
設
立
30
周
年
記
念

�

新
年
の
集
い
（
報
告
）

コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
ぶ
り
と
な
っ
た
新

年
の
集
い
で
す
が
、
今
年
は
１
年
越
し

の
30
周
年
を
併
せ
て
祝
う
会
と
し
て
、

ス
テ
ラ
・
デ
ル
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
に
て
80

名
の
参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

入
り
口
で
は
、
検
温
と
手
指
消
毒
を

し
な
が
ら
、
久
々
の
再
会
に
心
弾
む
挨

拶
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
開
宴
す

る
と
ま
ず
、
野
口
世
話
人
代
表
の
挨
拶
、

そ
し
て
ご
来
賓
の
方
か
ら
お
言
葉
を
い

た
だ
き
、
金
政
関
東
支
部
長
の
乾
杯
の

ご
発
声
で
歓
談
と
な
り
ま
し
た
。
料
理

を
美
味
し
く
い
た
だ
き
、
マ
ス
ク
会
話

を
楽
し
む
中
、
前
方
ス
ク
リ
ー
ン
に
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
映
像
が
映
し
出
さ
れ
、

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
添
え
ら
れ
、
30
年
の

歩
み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
他
倶
楽
部

か
ら
の
出
席
者
紹
介
の
後
、
恒
例
の
抽

選
会
で
す
。
今
年
は
30
周
年
に
因
み
、

当
選
者
30
名
と
、
大
奮
発
。
歓
喜
と
無

念
の
ざ
わ
め
き
が
響
く
楽
し
い
ひ
と
時

で
し
た
。
好
評
の
唱
歌
合
唱
は
「
ふ
る

さ
と
」「
夕
焼
小
焼
」、
皆
の
歌
声
と
和

や
か
な
情
景
が
会
場
に
溢
れ
ま
し
た
。

二
階
堂
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
長
に
よ
る
中
締
め

は
、
こ
の
苦
境
を
皆
の
強
い
意
志
で
乗

り
越
え
、
元
気
に
再
会
す
る
こ
と
を
誓

っ
て
一
本
締
め
。
名
残
惜
し
み
つ
つ
記

念
品
埼
玉
銘
菓
「
白
鷺
宝
」
を
手
土
産

に
散
会
と
な
り
ま
し
た
。�（
松
井　

記
）

武
蔵
野
倶
楽
部

新
春
顔
見
せ
会
（
報
告
）

武
蔵
野
倶
楽
部
恒
例
の
新
春
顔
見
せ

会
は
、
１
月
27
日
、
実
に
４
年
ぶ
り
に

立
川
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

昭
和
14
年
・
15
年
生
ま
れ
の
方
が
多

数
勢
力
で
、
参
加
者
13
名
の
推
定
平
均

年
齢
は
間
違
い
な
く
ア
ラ
・
エ
イ
テ
ィ

（
80
歳
前
後
）。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
宴

は
静
か
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
近
況
報

告
や
ら
昔
話
や
ら
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
来
年
も
集
ま
ろ
う
ぜ
ぃ
、
と
の
か

け
声
と
共
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

因
み
に
、
半
数
の
方
々
は
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
の
二
次
会
を
求
め
て
、
夕
闇
迫
る
市

中
に
流
れ
て
い
き
ま
し
た
。

�

（
山
田　

記
）がんこ立川店にて

同
好
会
だ
よ
り

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

１
月
・
２
月
の
互
選
句

１
月
の
題
「
思
い
や
り
」（
〇
印
）

２
月
の
題
「
く
す
り
」　

（
◇
印
）

〇
妻
の
歩
に
合
わ
せ
て
次
の
バ
ス
に
す
る

◇
百
薬
の
長
薬
局
に
置
い
て
な
い

�

手
塚　
　

実

〇
騙
さ
れ
た
ふ
り
を
す
る
の
も
思
い
や
り

◇
薬
量
で
調
整
せ
よ
と
云
う
け
れ
ど

�

長
谷
川
正
榮

〇
捨
て
犬
に
餌
や
る
う
ち
に
情
う
つ
り

◇
ア
オ
ム
シ
は
無
農
薬
選
り
し
か
と
食
べ

�

竹
田　

圭
子

〇
円
満
は
我
慢
比
べ
と
思
い
や
り

◇
残
り
火
に
く
べ
る
妙
薬
趣
味
に
あ
り

�

横
山　

信
之

〇
感
謝
す
る

�

シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
の
思
い
や
り　

◇
風
邪
気
味
か
急
場
し
の
ぎ
の
市
販
薬

�

岡
田　

秀
雄

〇
思
い
や
り
の
始
末
に
困
る
贈
答
品

◇
本
屋
減
り
薬
局
増
え
た
田
舎
町

�

丸
木　

正
登

〇
思
い
や
る
心
持
ち
た
い
常
日
頃

◇
ク
ス
リ
よ
り
歩
い
て
元
気
安
上
が
り

�

荒
井　

春
雄

�

（
手
塚　

記
）

皐
月
会
（
俳
句
）

１
月
・
２
月
の
互
選
句

１
月
の
兼
題「
福
寿
草
･
自
由
」（
〇
印
）

２
月
の
兼
題「
冴さ

え

返か
え

る
･
自
由
」（
◇
印
）

〇
新
年
の
装
新
た
な
富
士
の
山

◇
沈じ

ん

丁ち
ょ
う

の
香
を
乗
せ
た
甘
い
風

�

吉
田　

勝
彦

〇
里
山
の
古
き
神
社
の
霜
柱

◇
家
具
の
下
福
豆
三
ツ
春
の
風

�

田
中　

君
子

〇
看
板
を
外
す
店
先
福
寿
草

◇
宇
宙
に
は
帰
る
家
あ
り
寒
椿

�

富
岡　

遊
生

〇
冬
晴
れ
や
長
谷
寺
飾
る
五
色
幕

◇
休
み
明
け
検
査
キ
ッ
ト
に
冴
返
る

�

行
川　

春
枝

〇
初
日
記
残
る
余
白
の
重
み
か
な

◇
頬
濡
ら
す
春
の
時
雨
の
一
雫

�

高
宮　

澄
子

〇
初
春
の
絵
馬
に
あ
ふ
る
る
願
ひ
ご
と

◇
山
里
の
風
は
尖
り
て
春
浅
し

�

大
庭　

英
雄

〇
ま
っ
た
り
と
過
ご
し
た
い
の
に
小
正
月

◇
春
隣
声
は
ず
ま
せ
る
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

�

森
木　

茂
子
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ス
キ
ー
好
き
ー
ク
ラ
ブ

志
賀
高
原　

最
高
！

�

世
界
に
誇
る
ス
キ
ー
場
を
堪
能（
報
告
）

毎
シ
ー
ズ
ン
、
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
ス
キ
ー
歴
は
57
年
。
こ
の
冬

は
、
１
月
初
旬
に
長
野
県
戸
隠
ス
キ
ー

場
を
初
体
験
。
中
旬
は
志
賀
高
原
へ
。

焼
額（
や
け
び
た
い
）の
ホ
テ
ル
に
投
宿

し
、
初
め
て
横
手
山
、
渋
峠
の
ス
キ
ー

場
に
足
を
延
ば
し
ま
し
た
。
そ
し
て
月

末
、
我
ら
同
好
会
は
一
の
瀬
を
ベ
ー
ス

に
志
賀
高
原
一
帯
を
滑
り
ま
し
た
。
独

り
言
「
や
っ
ぱ
し
志
賀
は
イ
イ
」。
ま

た
、
２
月
に
は
北
海
道
の
富
良
野
ス
キ

ー
ツ
ア
ー
に
初
参
加
し
満
喫
し
ま
し
た
。

身
体
を
動
か
す
の
は
楽
し
い
で
す
し
、

ス
キ
ー
は
危
険
な
ス
ポ
ー
ツ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
が
し
か
し
、
名
手
で
も
怪
我

を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
我
々
、
シ

ニ
ア
は
な
お
の
こ
と
、
安
全
第
一
で
ス

キ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
た
い
も
の

で
す
。
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
（
樹
林
の

深
雪
個
所
）
に
は
入
ら
ず
、
整
備
さ
れ

た
安
全
な
ゲ
レ
ン
デ
で
大
自
然
と
絶
景

を
堪
能
し
ま
す
。
時
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ダ
ス
ト
を
見
る
幸
運
な
朝
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
い
つ
も
素
朴
に
思
い
ま
す
。

「
素
晴
ら
し
い
ス
キ
ー
場
、
雪
質
や
絶

景
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
に
、
我
が
日
本

人
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
」
と
。

驚
く
程
大
勢
の
外
国
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
を

見
か
け
ま
す
が
、
彼
ら
は
日
本
の
ス
キ

ー
場
の
良
さ
を
知
っ
て
い
ま
す
。

さ
あ
、
ス
キ
ー
道
具
も
進
化
し
て
い

る
の
で
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
、
来
シ

ー
ズ
ン
は
ス
キ
ー
に
楽
し
く
再
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

シ
ー
ハ
イ
ル
！��

（
片
山　

記
）

会
員
だ
よ
り

区
長
奮
闘
中

�
北
関
東　

下
田　

修

私
は
高
崎
駅
東
口
か
ら
徒
歩
20
分
に

位
置
す
る
和
田
多
中
町
と
い
う
町
の
区

長
に
就
任
し
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
。

戸
数
は
市
広
報
配
布
ベ
ー
ス
で
、
７

０
０
戸
で
す
。
元
々
の
住
人
４
０
０
戸

に
対
し
、
ア
パ
ー
ト
等
に
３
０
０
戸
と

い
う
純
住
宅
地
で
す
。
毎
月
40
～
50
の

案
件
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
町
内
役
員

と
分
担
で
側
道
と
公
園
の
清
掃
、
不
燃

物
ゴ
ミ
の
分
別
を
は
じ
め
、
町
内
行
事

の
準
備
と
運
営
が
主
な
仕
事
で
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
室
内
会
議
が
で
き

な
い
状
況
で
す
が
、
代
わ
り
に
資
料
の

配
布
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
大
変
で
す
。

野
外
行
事
は
防
災
訓
練
、
ど
ん
ど
焼

き
、
運
動
会
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

な
ど
を
行
な
い
、
町
内
融
和
を
図
っ
て

い
ま
す
。
最
近
は
家
の
新
築
が
多
く
、

建
設
会
社
の
対
応
や
ゴ
ミ
収
集
場
所
の

調
整
や
道
路
、
水
路
の
補
修
、
街
灯
の

新
設
な
ど
環
境
に
関
す
る
対
応
が
増
え

て
い
ま
す
。

生
ま
れ
育
っ
た
土
地
へ
の
恩
返
し
の

つ
も
り
で
、
次
期
会
長
に
バ
ト
ン
が
渡

せ
る
ま
で
頑
張
っ
て
行
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

続
・
街
道
歩
き
に
魅
せ
ら
れ
て

�

さ
き
た
ま　

和
田　

重
幸

深
田
久
弥
の
言
う
〝
日
本
百
名
山
〟

の
完
登
を
目
指
し
て
い
た
２
０
０
３
年

頃
、
あ
と
10
座
を
残
し
て
山
行
か
ら
街

道
歩
き
に
転
じ
た
。
そ
れ
以
来
20
有
余

年
、
街
道
歩
き
を
続
け
て
い
る
。

最
初
は
甲
州
街
道
の
一
部
を
歩
い
た
。

往
時
の
面
影
を
残
し
た
山
路
の
宿
駅
を

訪
ね
歩
く
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
登
山

活
動
と
は
ま
た
違
っ
た
誠
に
充
実
し
た

新
た
な
旅
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
「
江

戸
五
街
道
」
の
東
海
道
・
中
山
道
・
日

光
街
道
・
奥
州
街
道
・
甲
州
街
道
を
歩

き
、関
連
し
た
善
光
寺
街
道
東
西
往
還
・

京
街
道
・
日
光
御
成
道
・
水
戸
街
道
・

大
山
街
道
（
青
山
道
）
等
を
単
独
で
訪

ね
歩
い
た
。

２
０
１
６
年
、
東
京
２
３
倶
楽
部
の

野
萩
氏
か
ら
、「
中
山
道
を
歩
く
」
の

企
画
が
あ
り
、
ガ
イ
ド
を
一
緒
に
と
の

話
を
い
た
だ
き
、
１
年
半
程
楽
し
く
担

当
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
引
き
続
き
２
０

１
８
年
春
か
ら
「
東
海
道
を
歩
く
」
を

担
当
さ
せ
て
も
ら
い
、
１
年
半
全
12
回
、

参
加
の
皆
様（
延
べ
６
０
８
名
）と
一
緒

に
歩
い
た
日
々
は
至
福
の
時
で
あ
っ
た
。

こ
こ
数
年
は
古
道
の
「
鎌
倉
街
道
」

を
歩
い
て
い
る
。
承
久
の
乱
で
「
い
ざ

鎌
倉
」
と
各
地
か
ら
武
士
が
馳
せ
参
じ

た
鎌
倉
街
道
は
時
代
と
共
に
姿
を
消
し

て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
保
存
さ
れ
て
い

る
古
道
や
往
時
の
雰
囲
気
を
残
す
地
域

が
あ
っ
た
り
、
地
名
と
し
て
残
っ
て
い

た
り
す
る
。
さ
ら
に
古
戦
場
・
城
跡
・

寺
社
も
多
く
、
興
味
は
尽
き
な
い
。

近
年
は
書
籍
も
復
刻
本
・
古
地
図
・

地
形
図
等
刊
行
さ
れ
、
私
も
１
９
７
０

年
代
の
芳
賀
善
次
郎
著
「
旧
鎌
倉
街
道

探
索
の
旅
」（
上か

み
つ
み
ち道
・
中な

か
つ
み
ち道
・
下し

も
つ
み
ち道
・

山や
ま

ノの

道み
ち

の
全
４
編
）
の
復
刻
版
を
手
に

全
て
歩
い
た
。
中
で
も
群
馬
県
新
田
の

生い
く

品し
な

神
社
で
旗
揚
げ
し
鎌
倉
に
攻
め
入

っ
た
新
田
義
貞
の
進
撃
ル
ー
ト
で
も
あ

る
上
道
は
印
象
深
か
っ
た
。
ま
た
冬
期

に
歩
い
た
、
群
馬
県
藤
岡
か
ら
秩
父
・

名
栗
・
奥
多
摩
・
五
日
市
・
高
尾
・
相

原
へ
抜
け
る
山
間
部
や
多
く
の
峠
越
え

も
忘
れ
が
た
い
山
ノ
道
で
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
先
も
、
健
康
で
あ
れ
ば
街

道
・
古
道
歩
き
を
続
け
よ
う
と
思
う
。

私
に
と
っ
て
街
道
歩
き
は
道
楽
の
一
つ
、

つ
ま
り
道
を
楽
し
む

・

・

・

・

・

こ
と
に
他
な
ら
な

い
と
常
々
思
っ
て
い
る
。

お
客
様
紹
介
運
動

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

１
月�

敬
称
略

◆
旅
行
（
出
発
分
）◆

五
十
嵐
雪
雄	

石
川
尅
巳	

岩
上
正
勝

小
川
和
子	

小
林
富
子	

曽
我
和
恵

橋
本
紀
子	

藤
井　

久

◆
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
◆

会
田
三
重
子	

木
次
昌
紀	

小
林
哲
二

佐
野
弘
佳	

庄　

達
夫	

中
島
嘉
秋

野
口
正
太
郎	

八
木
沼
豊	

鷲
澤
典
子

お

知

ら

せ

新
入
会
員
勧
誘
の
お
声
が
け
を
！

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
に
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
お
よ
び
Ｊ

Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
会
社
・
団
体
に
お
い
て
、

社
員
・
契
約
社
員
と
し
て
５
年
以
上
勤

務
し
、
退
職
し
た
方
で
あ
れ
ば
、
入
会

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
右
記
に
該
当
し
な
い
場
合
や
、

会
員
お
よ
び
会
員
資
格
の
あ
る
方
が
死

去
し
た
場
合
、
そ
の
配
偶
者
の
方
も
、

当
該
支
部
の
理
事
会
の
承
認
を
得
て
入

会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
近
く
に
そ
の
よ
う
な
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
く

だ
さ
い
。訃

報

佐
藤　

宏
一
さ
ん　
　
（
82
歳
）

�

令
和
４
年
10
月
20
日

秋
山　

清
吉
さ
ん　
　
（
89
歳
）

�

令
和
５
年
２
月
４
日

和
田　

正
勝
さ
ん　
　
（
79
歳
）

�

令
和
５
年
２
月
９
日

鎌
田　

隆
三
さ
ん　
　
（
89
歳
）

�

令
和
５
年
２
月
12
日

中
川　

信
昭
さ
ん　
　
（
82
歳
）

�

令
和
５
年
２
月
17
日

謹
ん
で
心
か
ら

�

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

 ◎
本
部
・
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

�

閲
覧
コ
ー
ド

ユ
ー
ザ
ー
名
・
P
W
は
お
届
け
す
る

支
部
だ
よ
り
に
て
確
認
く
だ
さ
い
。
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